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名古屋大学・岐阜大学が共同して設置する糖鎖生命コア研究所と東北大学東北メディ

カル・メガバンク機構の研究協力により、ヒューマングライコームプロジェクト及び東北メ

ディカル・メガバンク計画の推進を図り、生命現象の理解とヒトの健康・医療の向上に貢

献することを目的とした包括的な連携に関する覚書を本日締結しました。

◆覚書の内容

ヒューマングライコームプロジェクト（HGA）を代表して東海国立大学機構の名古屋大

学・岐阜大学糖鎖生命コア研究所と東北大学東北メディカル・メガバンク機構（ＴｏＭＭo）

とが連携し、ToMMo が収集した生体試料の糖鎖解析をＨＧＡの参画機関が行います。す

なわち、ToMMo によって理論的かつ豊富に収集された生体試料について、HGA は

新たに包括的かつ詳細な糖鎖データを獲得します。ToMMo と HGA は得られたデー

タを共同で解釈し、なおかつ解明された糖鎖情報と解析ツールを利用し、限定公開され

る糖鎖情報と保有する関連データとの統合解析やデータベース運用に関する連携や研

究者の交流を行います。

◆覚書締結の背景

名古屋大学と岐阜大学を運営する東海国立大学機構は、自然科学研究機構及び創価

大学とともに、2023 年 4 月から生命科学領域において初の文部科学省「大規模学術フ

ロンティア促進事業」として、HGA を始動させました。

すべての細胞は糖鎖の森で覆われており、糖鎖は、ゲノム・タンパク質と並び、生物の生

命活動に欠かせない「第３の生命鎖」とされています。しかし、その構造の複雑さや取り扱
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いの難しさからから、系統だった解析が難しく、従来は研究者が個別に研究を進めてきま

したが、ゲノム・タンパク質と比較して圧倒的に情報量が少ないのが現状です。HGA で

は、上記３つの研究拠点が互いに連携し、日本の総力を挙げて 糖鎖情報を世界に先駆け

て網羅的に読み解くことを目指します。そしてその情報を幅広く利用するシステム（糖鎖

ナレッジベース TOHSA）を構築することで、従来の概念「セントラルドグマ」を越えてゲ

ノム、タンパク質に、第 3 の生命鎖、糖鎖を加えた新たな生命観「拡張セントラルドグマ」

の基礎を打ち立てます。 

予定通り、この 2 年間で技術基盤を整えることができました。今後は糖鎖のデータ取

得を本格的に実施し、生命機能の解明をさらに推し進め、その成果が医療をはじめとした

様々な研究分野で応用されることを目標にしています。 

 

ToMMo は、岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバンク機構とともに、東北メデ

ィカル・メガバンク計画を推進しています。本計画は宮城県、岩手県で合計 15 万人の参

加者に対して、各種生体試料の収集、詳細な検査、アンケート調査等を継続的に実施して

おり、さらに生体試料からゲノムやその他のオミックスデータを解析しています。これらの

試料・情報をバイオバンクとして整備し、多くの研究者が利活用可能なセントラルドグマを

横断した研究基盤を構築しています。 

 

◆今後の展望 

三大生命鎖であるゲノム・タンパク質・糖鎖を同じ土台に載せて解析することで、「拡張

セントラルドグマ」の基礎確立に向けた新たな展開が期待できます。 

HGA は、東北メディカル・メガバンク計画の生体試料の糖鎖情報を解読し、糖鎖ナレッ

ジベース TOHSA を拡大し、生命科学者にとって三大生命鎖への理解の障壁であった

糖鎖情報の利用を促進します。東北メディカル・メガバンク計画のゲノム・メタボロームな

どのデータに、HGA により「糖鎖」という新しいレイヤーを加えることで、生命の包括的な

理解が進み、これまで以上に未来型予防・医療につながる研究成果の創出が期待できま

す。糖鎖を活用とした例として、インフルエンザの抗ウイルス薬のタミフルがあります。さ

らに各疾患マーカーとして診断にも利用されています。しかし、このような様々な医療へ

の応用は未だに限定的であり、本連携により生命科学と医療のさらなる革新が期待でき

ます。 

 
 
 



名古屋大学・岐阜大学糖鎖生命コア研究所は、東海国立大学機構が実施する連携拠点支援事業（糖

鎖生命コア研究拠点）としての支援を得ながら、世界と伍する研究拠点を目指しています。

東海国立大学機構は、岐阜大学と名古屋大学を運営する国立大学法人です。

国際的な競争力向上と地域創生への貢献を両輪とした発展を目指します。

    東海国立大学機構 HP https://www.thers.ac.jp/

東北大学は、建学以来の伝統である「研究第一」と「門戸開放」の理念を掲げ、世界

最高水準の研究・教育を創造し、研究の成果を社会が直面する諸問題の解決に役

立て、指導的人材を育成することによって、平和で公正な人類社会の実現に貢献

することを使命とする国立大学法人です。  

国立大学法人東北大学 HP https://www.tohoku.ac.jp/japanese/

≪本件に関するお問い合わせ≫

名古屋大学糖鎖生命コア研究所戦略推進室 特任教授 平林 淳

TEL：090-8842-9528 

Email：igcoresg@igcore.nagoya-u.ac.jp 

東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 広報戦略室

TEL：022-717-7908 

Email：tommo-pr@grp.tohoku.ac.jp

https://www.thers.ac.jp/
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/



